
ボードレールと｢警告するもの｣

内山 憲一

1.r悪の華J第二版前後のボードレール

｢悪の華Jというと､風俗壊乱のかどで六つの詩篇の削除を命ぜられるこ

とになる1S57年の初版やボードレールの死の翌年l紬8年にバンヴイルとア

スリノーの編集により出版された第三版ではなく､一部削除されたままでは

有機的構造が損なわれてしまう初版にパリ情景の詩群や末尾を飾る長詩｢旅｣

などが付け加えられた1$61年の第二版が､詩人が晩年まで意欲を示していた

決定版の構成に一番近いとされている｡この再版刊行前後の詩人の生活を簡

潔に振り返ってみよう｡

慢性的な生活苦に加え､ボードレールの健康はかなり悪化してきている｡

前年1860年の1月には最初の脳発作に見舞われている｡それでも著作活動は

衰えず､5月には F人口天国j を r悪の華｣初版･第二版と同様にプーレ=

マラシ･エ･ド･ブロワーズ書店より刊行する｡同年12月半ば､半身不随と

なってヌイイにいたジャンヌ･デュヴァルのもとに転居するが､柑61年1月

初めには､かつての愛人で今では彼の被保護者のような存在になってしまっ

たこのジャンヌの｢兄弟｣と称する男が入り浸ることに腹を立て､転居前に

いたオテル･ド･デイエツプに戻る｡初版削除詩篇に替えて新しく35篇を加

えたr悪の華j第二版が2月の初めに発売される｡3月､プーレ=マラシや

他の友人たちとの間での手形回しが破綻し､ますます困窮の度合いが深まる｡

｢かなり長い前から私は自殺の瀬戸際にいます｣とボードレールはプーレ=

マラシに宛てた3月20日頃と推定される手紙に書いている｡｢特にニケ月前

からは､憂慮すべき無気力と絶望の中に落ち込んでしまいました｡(…)もう

考えることも､まったく書くこともできはしないという恐れに襲われたよう

に感じたのです｡｣(ⅠⅠ,135-1361)5月､若き日に雁患した梅毒がぶり返す｡｢偉

大な魂が自己を措き告白した､最も美しく最も苦痛に満ちていながら､最も

lボードレールの沓簡はGaJ]inard､Pt由de版､タロード･ピショワ(ClaudePichois)鋸

の2巻本､C∂〝℃甲仰血ce,1973.を参照した｡巻数をローマ致′i:で､ページ数をアラビア数字で指

示している｡本論の引用文の翻訳は､ボードレールのものについては阿部良雄氏の訳文を参考にし

た｡
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優しい手紆｣とクロード･ピショワが評する､同月6日に書いたとされる母

親のオービック夫人に宛てた手紙に見られるように､ボードレールは再び自

殺の瀬戸際に立っている｡24日､詩人はプーレ=マラシとド･ブロワーズヘ

の負債補填のため､彼らにポーの翻訳を含めた文学的作品の独占的な著作権

を譲渡し､その著作が生む利益を享受する権利を失う｡12月､以前から漏ら

していたアカデミー･フランセーズ入りの意向を正式に表明し､スキャンダ

ルを引き起こす0会員の表敬訪問を開始するが､反応は概ね冷ややかで､ニ

ケ月後には立候補撤回を余儀なくされる01862年3月17日付の手紙では､

ジャンヌとの破局を母親に語っている｡それまで多くの喧嘩別れをしつつも､

そしてジャンヌが重い病気に倒れてからも､彼はなにかとその面倒を見てき

たのであった8｢この一月に､なんとも非道な事が起こり､僕を病気にしまし

た｣と彼は書いているが､詳細については母にも語ろうとはしない｡｢そんな

ことをすれば喉の皮が剥がれる思いがするでしょうから｡｣(Il,233)例の｢兄

弟｣が実はジャンヌの元愛人だったことが判明したのではないか､とピショ

ワは推定している0そして同年Ⅰ月23日､ボードレールは一つの｢奇妙な警

告avertissement｣を受ける｡｢痴呆の翼の興が私の上を吹きすぎるのを感じた｣

と彼は私的な覚書に書きつけているのである3｡

この詩人らしい表現については､覚書であるだけにそれ以上の説明はない｡

そこに読み取れるものは単に四年後の脳障害発作による､奇しくもジャンヌ

と同様の半身不随の状態､そして失語症という詩人にとっては皮肉な運命の

予言だけではない｡｢警告｣という､それこそ奇妙な言葉の意味するところを

考え合わせると､見え隠れするものは､努力する能力すら失ってしまうので

はないかという恐れ､そしてその恐れに押しつぶされまいともがきながら発

する､ちょうど散文詩｢午前一時に｣の末尾に聞かれるような沈痛な叫び､

自分は何か価値のあるものを生み出す器でありたいという必死の思いである｡

他方､この表現は詩人ボードレールに特有な､何か生得的な気質･体質か

ら来ているものでもある0｢精神的にも肉体的にも､私には常に深淵(gou鮎)

の感覚があった(･‥)｣｡件の覚書に先立つ部分に詩人はこう書いている｡彼

が｢深淵｣と名づけたものは､おそらくはどんな人間の中にも内在するもの

であろう｡問題はそれを自覚しているかどうか､それを生理的に感じている

ユ上記書簡勢Ⅰの年譜参照｡

3畜簡以外のボードレールのテクストについては主にタロード･ピショワ縮のG山1im叫P帖jade版

の2巻本全集､仇y′℃∫CO叩伽∫,1975-1976･(以後0･Cと省略)を参度した｡この覚昏(Ⅰ,p.`68)
は通常凡慮e∫に組み込まれているが､刊行を目指して書かれたアフォリズム群とは区別されるぺ

き部分をなしている｡なお､文中の強調はボードレール自身による｡
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かどうかである｡まさに｢深淵｣と遷された詩はこのことを歌っている｡｢あ

あ!すべては深淵だ､一行動も､欲望も､夢も､言葉も!4｣ボードレール

のすべての詩は､その生が抱え持つ矛盾とともに､この深淵から生じたもの

であろう｡今までその存在を感じていただけの潤が開き始めたわけである｡

2.ボードレールと｢声｣

1鮎1年一--4月9日で00歳となっているボードレールには一つの区切りの

年である｡40歳…しかし若き日々の放窓な生活がたたって､詩人はすでにジ

ャンヌ･デュヴァルと同様に老いと衰弱の影に蝕まれている｡かなり前から

彼はその昔しみを母に訴えている｡例えばl$58年2月19日付の手耗-｢ま

だ間に合うでしょうか､実際のところ?-ああ!もし若かった時の僕が､

時間と健康とお金の価値を知っていたなら!(‥･)若さは逃れ去るし､時に

僕は恐ろしい気持ちで歳月が飛び去っていくことを思うのです｡｣(Ⅰ,451452)

ボードレールが続けて述べているように､時間と言えば通常は分や時という

細分化された単位に思いは懸かっている｡その無数に細分化された単位の総

和の方へ､われわれの思いは向かいにくい｡詩人の抱いているこの恐怖が母

に対して爆発的に溢れ出している､実に沈痛な書き出しの書簡が残されてい

る｡

ああ!愛しいお母さん､僕たちが幸福になるために､まだ間に合うでしょう

か?もう僕にはそう信じる勇気がありません｡ト)僕の意志は絶えず錆び続け

ていきます｡若くして憂鬱(叩1∝n)と心気症(h叩000n山元)を知った人間がか

ってあったならば､それは確かに僕でしょう｡それでも僕は生きたいし､でき

たら少しは､安定や栄光や､自分に満足する気持ちを知りたいのです｡何か恐

ろしいものが僕に､いつまでもだめだ､と言いますが､別の何かは､やってみ

旦､と言うのです5｡(ⅠⅠ,139)

ボードレール自身の言葉を借りると｢一種の絶え間ない神経性の恐怖｣

(ⅠⅠ,140)に陥った状態で書こうとした手枕の発端である｡この部分で中断し､

続きは一息には書かれていない｡日付はないが､続きをなす1861年4月1

日付の手紙冒頭の文から同年2月か3月のものであると推定されている0ニ

ヶ月ほど前に出たr悪の華｣第二版は､何部かを包装して然るべき方面へ送

4煩雑さを避けるために､詩についてはタイトルだけを示し､上記全集におけるページ数は省略し

てある｡

5強調はボードレール自身による｡
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る勇気が湧くまで､丸一ケ月も机の上に放って置かれた｡行動すること自体

が確かに不可能になりつつある｡｢おぞましい眠り､おぞましい目覚め｣が詩

人に付きまとっている｡昨日､ほぼ三ケ月ぶりに会ったジャンヌからは､｢兄

弟｣の不可解な行動を聞かされている｡一時､施療院に入っていたジャンヌ

の留守中に彼は家具の一部を勝手に売り払っていたというのである｡

自分自身の問題だけでも押しつぶ･されそうな詩人にとって特に耐えがたい

ことは､その耳に囁きかける様々な声である｡まさに眠りに入ろうとする時､

あるいは睡眠中であっても､きわめて明瞭に聞こえるその声の内容は陳腐で

取るに足らないものであるが､彼にとっては自分とは何の関係もないように

思えるものであり､かといって決して支社滅裂なものではなく､ちゃんとし

た文となっているものだという｡(ⅠⅠ,140)

これらの声は精神分裂病の初期に見られるような幻聴であるかもしれない｡

しかし､｢いつだって私は､精神の中にも神経の中にも､発狂するに必要なも

のはすべて備えていが｣(Ⅰ,656)と自覚するボードレールの精神は後年失語

症に陥ってからも明断であった｡様々な声は､先ほどの｢声｣であり｢警告｣

であるもの､つまり詩人に警告し命令する｢何か恐ろしいもの｣と同一視す

ることはできない｡

｢同時代評論｣の1861年2月28日号に発表､ちょうど同月初めに発売さ

れたF悪の割第二塀が印刷されている頃書かれたとゼショワが推定する詩
がある｡現在は雑詩篇に分類されている｢声｣(エα物故)と遷する詩である｡

｢揺りかごが書架にもたせかけられていた｣｢暗いバベルの塔｣で育った未来

の詩人の幼年時代が､そこでは象徴的に語られている｡

二つの声が私に話し掛けた｡一一つの声は思わせぶりに熟っぼく

言った｡｢地球は甘みでいっぱいのお菓子だよ｡

私は君に(そうすれば君の快楽はとどまることはあるまい!)

地球と同じほど丸々とした食欲を与えることができるよ｡｣

もう一つの声が言った｡｢おいで!おお!夢また夢の中を旅しにおいで､

可能なるものの彼方､既知なるものの彼方へと!｣

ちょうど散文詩｢天職｣に登場する四人の少年の性向がボードレールのそ

れの様々な側面を表しているように､この二つの声もそれぞれが詩人の性向

の一端を表していて､順序を逆にするとr赤裸の心Jの一断章､｢ほんの子供

`会見したシャルル･メリヨンの奇才ぶりに圧倒され､自己を省みた感想である｡1g60年1月吉日

付､プーレ=マラシ宛の手枕の文面｡
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の頃､私は心の中に二つの相反する感情があるのを感じた､生への嫌悪と生

へのエクスタシーと7｣に正確に相応している｡二つの現れの起源は､詩の単

数におかれたタイトルが示す通り一つであろう｡詩篇｢声｣においてはしか

し､現実の生への嫌悪が圧倒的であった執筆時の状況を反映してか､ボード

レールは第二の声にしか答えていないように見える｡これはまたr悪の華j

第二版の最終詩｢旅｣の最終行､｢〈未知なるもの〉の奥底に､新しきものを

見つけるために8｣に呼応している｡｢声｣の後半においては､未来の詩人が

二人称としての声に答え､呼びかけていることが注目される｡

私はお前に答えた｡｢そうだ!甘い声よ!｣その時から

始まるのだ､ああ!私の傷､また私の宿命と

名づけ得るものが｡(…)

3コ1=E

そして､天を仰ぎつつ､大の中に落ちてしまうことは｡

しかしく声〉は私を慰めて言う｡｢お前の夢を大事にせよ｡

賢人たちは狂人たちほど美しい夢を持ちはしない!｣

詩の中では､この最後の〈声〉だけが大文字となって擬人化されている｡

おとぎ話のように装われたこの自伝的な詩篇においては､〈声〉はまだその本

性を隠している｡威圧的に命令し警告するあの〈声〉の全貌を少年ボードレ

ールはまだ捉えてはいない｡

3.警告するもの

母親宛書簡に読まれる｢何か恐ろしいもの｣は､ほほ半年後に発表された

別の小さな詩篇に登場する〈蛇〉や〈歯〉と同じもののように思える｡その

詩､後に｢声｣と共にl鮎各年のr悪の華』第三版に組み込まれることになる

｢警告するもの｣(エリγgr〟∬g〟r)の全文を引いてみよう･

人間という名にふさわしい者は誰でも

心の中に一匹の黄色い〈蛇〉を持っている｡

それは王座の上にでもいるように腰を据えて

人間が｢欲する!｣と言えば､｢だめだ!｣と答える｡

7肋〝Cα〟′血∫∂〃叫0･C･,Ⅰ,p･703･

名強調はボードレール自身による｡
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半獣神の雌や水の精が見つめる目に

お前の目を沈めてみろ｡

すると〈歯〉は言う､｢お前の義務を思え!｣

子供を作れ､樹木を植えよ､

詩句を磨け､大理石を刻め｡

するとく歯〉は言う､｢今晩､生きているのか?｣

何を始めても､何を望んでも､

人間はひと時も生きはしない､

あの耐えがたい〈蝮〉の

警告を受けることなしには｡

初出は｢欧州評論｣の1861年9月15日号である｡全集中のクロード･ピ

ショワの注によると自筆原稿は二種類残っているが､初出時の五行目冒頭が

直されていることから､いずれも｢欧州評論｣以降のものと推定できる｡こ

の9月15日号には他の三篇の詩､｢ある異教徒の祈り｣､｢従わぬ者｣､｢断罪

された書物のためのエピグラフ｣が発表されているが､ピショワによると前

月半ばに同誌編集長オーギュスト･ラコサードに宛てた書簡にこの四篇が添

えられていた｡また､｢幻想派評論｣8月15日号では､既にこの詩の掲載が

予告されていたが､同誌はその掲載前に廃刊となっている｡いずれにしても､

｢警告するもの｣は1861年の春に母親への例の悲痛な手紙が書かれた後､夏

にかけての間に善かれたものであろう｡

〈蛇Serpent〉やく壊Vipere〉やく歯Dent〉はタイトルである｢警告するも

の｣の現れであるが､その機能は一様ではない｡七行目の〈歯〉が魔性の女

に溺れて浸る逸楽を戒めるのに対して､十行目のそれは外的な豊鏡をもたら

す勤勉(八行目)のみならず､内面の豊饅を目指す向上心(九行目)をも頓

挫させようとしている｡それは従って｢良心｣(Conscience)とは同一視できな

いし､｢良心｣の働きである｢悔恨｣､つまり｢良心の町費｣(Remords)でもな

い｡黄色い蛇や蝮の形をとり｢警告｣を発するものは､いかなる場合でも人

間の意志を妨げ意欲をそごうとする何ものかのように見える｡しかし､ボー

ドレール自身もそれが何かは明瞭に把撞していない｡1857年12月30日付の

手紙で､彼は母親にこう書き記している｡

精神や意志を弱めているのは病んだ身体でしょうか､それとも無気力な精神

が肉体を疲れさせるのでしょうか､なんとも分かりません｡でも僕が感じてい

るのは､途方もない失望や耐えがたい孤立感､いつまでも続く漠然とした不幸

66



への恐れであり､自分の力は全然信じられず､願望というものもまったくない

し､どんな楽しみであっても見つけられないということです0(･‥)絶えずこう

自問してしまうのです､これが何になる?あれが何になる?これこそが本当の

表敬spleen)な心というものでしょう0(Ⅰ,4374娼)

r悪の割クラシック･ガルニエ版編者アントワーヌ･アダンは､この言

葉と､翌5$年2月19日付の書簡において､頭脳に忍び込むく悪魔〉の粁計

によって無気力に押し潰されてしまうと母親に訴えているボードレールの言

葉を引いて､｢警告するもの｣とはこのSpleenであると主張している90しか

し､〈憂鬱〉が人間の意志を蝕み､いかなる努力の芽をも摘んでしまうものだ

としても､｢お前の義務を思え!｣と威圧的に命令するものに､あらゆる物事

に対する嫌悪感が特徴で見かけ上特に原因がない心の状態を表すSpleenとい

う言葉を当てはめることはできない0他方､ここで無気力状態を訴えている

詩人の身辺の状況をも考慮に入れなければならない｡r悪の剣戟判が世間の

注目を集め､その過激な表現や作者の人柄自体が話題となり一種の狂騒状慾

を引き起こした夏に続く柑57年暮れは､言わば祭りの後の虚脱感が詩人生来

の気質に拍車をかけた時期でもある｡｢僕の本の奇妙な成功と､それが引き起

こした憎悪とが少しの間僕の興味を引きました｣と彼は同じ手紙で述べてい

る｡｢そんなことの後でまた､こんな状態に陥ってしまいました0｣(l,43釦

クロード･ビショワは全集の注の中で､この詩篇と類縁関係を持つものと

して､まず｢時計｣と｢取り返しつかぬもの｣の二篇を挙げている0特に後

者においては､36行目と繰り返しになる40行目に｢呪われた歯｣という表

現が見られることが注目に催する｡

く取り返しつかぬもの〉は呪われた歯でかじる､

われらの魂､この哀れな記念碑を｡

しばしばそれは､白蟻のように襲うのだ､

この建物を土台から｡

〈取り返しつかぬもの〉は呪われた歯でかじる!

定冠詞を伴い詩のタイトルにもなっている単語Ⅰ汀eparableは､大文字とな

って擬人化､あるいは阿部良雄氏の表現によると｢擬獣化10｣されている0

ただし､その獣または虫になぞらえられたものの一部をなす歯(dent)は小文字

のままであり､これが大文字となって擬人化されている例は､ボードレール

9Lesneun血肋J,EditjonA･AdBLm,miscaJOIJrbibliographique,1994,p･442･

to阿部良雄訳rボードレール全詩集IJ(ちくま文庫)､筑密書房､1998年､t35ページ｡
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の作品中｢警告するもの｣以外にはない｡それにしても〈蛇〉や〈壊〉はと

もかく､〈歯〉とは実に奇妙な寓意である｡このく歯〉とはいったい何だろう

か○獣の牙をも表すこの言葉は､一般には複数形に置かれて攻撃性のシンボ

ルとなることが多いようであるが､リトレの臆典によると､比喩表現におい
て1adentという形で｢曹告するもの｣と同様定冠詞付きで単数に置かれた場合

には､特に｢噛んで引き裂く｣という機能がクローズアップされるようであ

る0｢取り返しつかぬもの｣において､｢呪われた歯｣が繰り出すものは､外

部から目に見える形でなされる攻撃ではなく､詳の冒頭に出る〈悔恨〉に蝕

まれた哀れな魂に対して内側から隠微にしかける攻撃である｡表面上は目立

たなくても､それは噛まれるものの本質を確実に引き裂いていく｡

しかし､ここでは別のレヴュルでの意味の重ね合わせの可能性を提示して

みたい｡この名詞を選ぶボードレールの脳裏には､もう一つの別の名詞､同

音異義語のd弧のイメージがあったのではないだろうか｡女性名詞である

dentに村してdamは男性名詞ではあるが､詩人の境遇には寄掛こ関連する語

である｡｢損害｣を意味し､ボードレールの時代において特に神学用語として

は神に永遠に見放されるという罰を指している｡つまり語源的には､既にa

SOn(VOtr6,皿On)血nという形以外では用いられることがまれであったこの言

葉は､damnerやdamnationとは共通の根を持つわけである｡〈歯〉の中にdam

のイメージを読み込むならば､詩篇｢取り返しつかぬもの｣における｢呪わ

れた歯｣(dentmaudite)という表現との繋がりも生じてくる｡もちろんmaudir

とdamnerは語源を異にするが､両者の意味は響きあい､〈歯〉という奇妙な

寓意の中に､何か｢呪いや劫罰を与える､それ自身呪われた存在｣を見るこ

とが可能になってくる｡その場合､｢劫罰を受けた者｣(d机n`)とは､19世紀

に一般的になっていくような､｢この世における生が地獄のようである者･社

会から排斥されている者｣といった宗教色の薄れた意味合いではなく､原義

に則した意味合いとなるだろう｡

一方､ピショワは全集中の詩篇｢取り返しつかぬもの｣の注において､そ

のタイトルとなっている言葉を､何か時間の不可逆性に結びついたものとし

て､ある特定の過失に起因し修復可能な｢後悔｣と対比している｡それでは､

｢警告するもの｣をく時間〉と同一視することはできるだろうか｡時間の強

迫観念は確かにボードレールの作品と書簡の至る所に見られる｡先に挙げた

｢奇妙な警告｣の覚書の二つ後の断章もまた､｢毎分､われわれは時間の観念

と感覚によって押しつぶされている1リという書き出しとなっている｡また､

‖凡∫ゐ,0･C･,Ⅰ,p･669.
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先にタイトルのみ挙げた｢時計｣において｢いかさまはしなくても､あらゆ

る勝負をものにする｣｢食欲な賭博師｣に喩えられる〈時間〉は､詩篇｢敵｣

においては人間の｢生命を食べる｣ものとして登場している｡

万人にとって均質で一様に流れる時間という概念は､個々人にとっては心

理的に受け入れがたいこともあるだろう｡詩篇｢時計｣に記されているよう

に､ボードレールも再三､｢もう遅すぎる!｣と囁く〈時間〉の声を開いたは

ずである｡しかし｢警告するもの｣においては､く歯〉という姿を取って四行

目で義務を説く存在に｢時間｣という名前を付けることには､やはり無理が

あるように思える｡詩篇｢敵｣においてさえ､タイトルとなっているものの

正体について〈時間〉以外にも多くの説が出ている｡く蛇〉や〈歯〉でもある

もの､その様態に大きな振幅のあるものの正体を論ずることは､一種の袋小

路に迷い込むようなもので､単にその何ものかの名前を付け替えることに終

わるかもしれない｡けれども､ここではその何ものかに敢えて別の名前をつ

けてみたい｡それはく女性〉､詩人ボードレールにとっての女性なるものであ

る｡

4.ボードレールと く女性〉

愛情に欠けると言ってしばしば責められること､それが不当であることを

訴えるために､この文面を取っておいたのだ｡先に引用した､1861年4月1

日付の手紙に添えた激情的な書き出しの文章を指して息子はこのように説明

している｡不幸になればなるほど増大するという倣博さを自認するこの男が

書き連ねる手紙には､所々に母親に対する感動的な愛情と病的なまでの執着

が窺える｡｢僕が完全にあなたのものであること､あなただけのものであるこ

とを信じて下さい｣(1857年6月3日)､｢お母さんのそばで数日を､僕の生

命がかかっているお母さんのそばで､一週間でも､三日でも､数時間でも過

ごすためならば､僕は何だって捨てるでしょう｣(1861年5月6日)｡最も美

しく優しいとピショワが評するこの5月6日付書簡においてこそ､詩人の苦

痛は抑えようもなく溢れ出している｡

僕たちは愛し合うように､お互いのために生きるように､僕たちの人生を可

能な限り立派にまた安らかに終えるように定められていることは明らかです｡

そうであっても､現に僕が置かれている恐ろしいめぐり合わせにおいては､僕

たち二人のうちどちらかが他方を殺し､ついには互いに殺しあうことになるだ

ろうと僕は確信しています｡(ⅠⅠ,150-151)
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憶の割の詩人に特有の言葉遣いをするならば､オービックと再婚し現

実の生に｢売春｣しているように見える母親に､息子は服従かつ反抗する｡

この母親を苦しめ､また母親に苦しめられることが､ボードレールの人生を

満たしている0パリ情景を措いた｢白鳥｣においては運命に流される受身の

アンドロマックに擬せられる弱い母は､詩集冒頭の｢祝福｣においては､こ

の世に生まれた〈詩人〉に｢呪いの言葉｣を投げつける邪悪な母としての姿

を見せている｡この母のイマージュはまったくの虚構ではない｡｢お母さんは

いつも群集と一緒になって僕に石を投げようと武装しています｡こんなこと

は､ご存知のとおり､僕の子供時代からのことです｣(l鮎1年4月1日)｡こ

のオービック夫人こそが､夫の忠告に従い財産管理のための法廷後見人設定

の訴訟を起こし､準禁治産者としての生という修復不可能な｢傷=宿命｣

(｢声｣)であり｢損害｣(dam)であるところのものを息子に与えたのである｡

慈愛に満ちてはいるが､時には押しつぶし呑み込もうとする〈グレートマ

ザー〉のような存在がボードレールに〈歯〉の形象を喚起したとすれば､〈蛇〉

でありく壊〉であるところのものは､母と共に､かつ母と対立させながら愛

しつづけた女性であり､『悪の華いこおいてはまさに｢踊る蛇｣として歌われ

たジャンヌ･デュヴァルに詩人が見た女性なるものの現れではないだろうか｡

この〈女性〉とはボードレールの作品の中では単なるもう一つの性ではなく､

絶対的な他者として捉えられている｡女は｢神のように恐ろしく､意を伝え

ることのできない存在12｣であり､｢神に比肩し得るほどの底知れぬ神秘13｣

である｡ただ官能的崇拝を寄せる村象を歌ったものではなく､ボードレール

にとって超えられぬ深淵であったこの〈女性〉に対する両義的な感情を官能

の表現で覆ったものとして読むと､r悪の華』はまた異なる相貌を表してくる

だろう｡

母親は別格として､詩人の生涯に憑いてまわった女性なるものの現れがア

ポロニー･サバティエやマリー･ドープランなど｢天上的な光背による投影｣

と｢やぶにらみのサラ｣や特にジャンヌ･デュヴァルのような｢地獄的な光

背による投影｣の二つに大別できるとしても14､二つの投影は､ある時は斥

け合い､ある時は補完し合い､〈女性〉の本質を表象している｡ちょうど美術

批評家としてのボードレールが､｢あらゆる芸術は(…)続一の中の多様性､

一三ェg伽加代ゐ山v由椚0血mg.0･C.ⅠⅠ,p.713.

13恥汀eEmn弧uel,助〟虚血如･血♪朋朋e′β血,Se吼001Ⅰ･Points139,19g2,p.5.

14鵬吼p･47･理念的存在であるように見える謎の女性アガートに呼びかける詩篇｢悲シミサマヨ

フ女｣を読み解く試みとしては､次の拙論を参照されたい｡｢悲しみさまよう女アガートのために｣､
r工学院大学 共通課程研究論劃第37-2号､2000年､105-116ページ｡
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あるいは絶対なるものが持つ様々な面である■5｣と考えていたように､｢いか

なる女も本質的な女の一断片であり16｣､投影である｡例えば､｢思い出を生

む母よ､恋人の中の恋人よ､/おお､お前こそ､わが快楽のすべて!おお､

お前こそ､わが務めのすべて!｣-ボードレールが詩篇｢露台｣(上g血加〃)

でこのように歌う時､一行目の｢母｣と｢恋人｣が交差配列により､それぞ

れ二行目の｢わが務め17｣と｢わが快楽｣に対応し､賛歌はジャンヌに捧げ

られていると同時に女性なるものの基層にある母なるものにも捧げられてい

るのである｡

｢女性たちへの早熟な時好｡私は毛皮の匂いを女性の匂いと混同していた｡

私は思い出す…結局､私は母をその優雅さのゆえに愛していたのだ柑｣と書

き記す時には､息子の母親への思慕が〈女性〉への崇拝へと滑らかに移行す

る可能性に詩人は言及している｡｢だから私は早熟なダンディだった｣と続け

る詩人にとって､母親の優雅さとは精神的なものでなければならない｡しか

し少年の注意は母親の内面にではなく､外面的な装いの方へと逸らされてい

た｡この組酷が拡がっていくと､ついにボードレールは最初に表明した｢女

性たちへの早熟な噂好｣を裏切らざるを得ない｡後年の彼にとって､女性と

は｢自然的な｣ものであり､｢ダンディの反対｣となっている19｡

｢自然的な｣ものではない女性は現実には存在しない｡けれどもボードレ

ールが｢自然的な｣女の中に｢本質的な女｣を見るならば､その女性は｢男
性の頭脳のあらゆる受胎作用を支配する一つの神性であり星辰20｣ともなり

得るのである｡女性との関わりの中で苦悩し､その昔しみを詩作品の中に昇

華させること-そのようなボードレールの生涯において､〈女性?は一つの

深淵であり､詩人を変容させる力でもある｡

しかし､この深淵はまた､r悪の華Jの詩人にも内在していたのではないだ

ろうか｡｢精神的にも肉体的にも､私には常に深淵の感覚があった｣とボード

レールは書き記していた｡｢深淵｣とは転落を誘う底知れぬ深みであると同時

に､変容のための何かが萌芽する神秘的な場を表しているように見える｡そ

のような変容の場であり力でもあるものを､ボードレールは女性たちの上に

投影していた｡あの｢痴呆の翼の風｣を吹きつける｢奇妙な警告｣を記す覚

15助山〝虎Jβ,略0.C.几p.419.

1`α血鹿川α血旧C¢〝∫8加J缶用r拍軌〉打rO･C.,l,p.552.強調はボードレール自身による｡

1丁く歯〉が説いていた｢義務｣(devojr)の複数形を｢務め｣と訳した｡
柑凡ぷ如0.C.,Ⅰ,p.砧l.
】9Aゐ〃C肌用一也∂〝〟,0･C･,1,P･677･

20上gアg加価虚血vfe椚0鹿川g.0.C.1l,p.713.芸術家･･般､特に痢家のコンスタンタン･ギースにと

っての女性の意味を､ボードレールはこう述べている｡
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書の直前において､｢私は快感と恐怖を覚えながら私のヒステリーを培ってき

た｣と詩人は告白している0｢子宮u血IS｣と同根である｢ヒステリーbyst抽｣

を､ボードレールは自らの内にも養ってきたのである｡

それならばまた､1861年4月1日の手紙に添えた別の手紙の書き出しにお

いて詩人が母親に訴えていた警告を与える｢何か恐ろしいもの｣とは､彼自身

の無意識に潜む何ものかであったはずである｡ボードレールのすべての詩は､

その何か近づきがたいものとの仮面をつけた対話として読むことができる｡

四行詩節が二つの三行詩節を挟み､末尾が冒頭に回帰するような印象を与え

る詩篇｢警告するもの｣において､このボードレールの詩において他に例を

見ない形は､冒頭の｢人間｣と原文では末尾の｢蝮｣とを遠く呼応させている｡

それはまるで､名前を付け替えさえするならば､その何ものかは｢人間という

名にふさわしい者｣誰にでも内在することを示唆するかのようである｡

陳裸の心jの一断章に､｢子供時代から既に､神秘性への傾向｡私が神と

交わした会話21｣とある｡この必ずしもカトリック的文脈には収まらない｢利

は詩人の生涯において何度も名前を変え､相貌を変えたことであろう｡しか

し､その何ものかを､死を与える｢黄色い蛇22｣や｢蝮｣､そして噛み引き裂く

｢歯｣と名づけざるを得なかったところに40歳のボードレールの悲劇はあっ

たのである｡

2I止血研C仇′ぬ∂叫0･CりⅠ,p.706.

エ蛇は詩篇｢踊る蛇｣に見られるように生命力のシンボルでもある｡それはまた､｢死｣を与え､｢死｣
を適して｢再生｣への端緒を与えるものでもあるo r星の王子さまjにおいて､王子さまを噛むこと

により彼が自分の星に帰るのを手伝ったのは､まさしく黄色い蛇であった｡｢踊る蛇｣において称え

られたジャンヌ･デュヴァルがボードレールの周辺から消えてから､韻文詩における詩人の創造力

もまた徐々に枯渇していくように見えることは興味深い｡
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